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の人たちと協働できる能力が大切だ』と説いてい

たこと挙げ,自分自身と違うものを受け入れると

いうことは,まさに国際交流の基本である」と述べ

ていた.海外研修航海の教育プログラムにも 2011

年の数年前から留学生も参加できるようになった.

東海大学と KMITL の交流は長い歴史があり,1965

年に KMITL の前身であるノンタブリ電気通信大学

の卒業生を編入学生とし別科日本語研修課程,工

学部通信工学科に受け入れたことに始まる.その

後 KMITL とは国際貢献から発展し,学術協定協力

を結び幅広い学術交流を展開している 4）.歴史

的・学術的・人材的繋がりの深い KMITL との大学

交流は第 51 回の中心的な地上（寄港地）研修の一

つであった.4 つ目はダナン（ベトナム社会主義共

和国）,5 つ目は基隆（台湾）で,歴史と文化をテ

ーマに掲げいずれの寄港地でも 2 つのタイプの研

修を予定していた.両寄港地ともに東海大学の同

窓会（ダナンは 2020 年に設立）があり,多くの卒

業生が活躍している.とくに台湾に関しては歴史

的に親日国であるため,治安も良く,公共交通機関

も日本のシステムを取り入れ充実していることか

ら,第 51 回の最終寄港地における研修学生に対す

る主体的な教育プログラムとしてグループ別研修

を考えていた. 

 地上（寄港地）での経験は第 51 回の寄港地研修

を例に挙げた.いずれの寄港地でも学生の主体性

を意識し,教育要素を含む経験ができる研修を用

意していた. 

3．教育プログラム実施に向けたプロセス 

第 40 回以降,教育プログラムの基本的な枠組み

は,航路が南太平洋でもアジアでも大きく変わら

ない.しかし,学生と団役員は毎回異なる顔ぶれに

なる.そのため教育プログラムを遂行するにあた

ってのプロセスは各回で新たに練り直し構築して

いる.構築方法は各々異なり,舵取り役は団役員の

中で副団長という役職に就いた教員が概ね務める.

例えば,副団長がプロセスの枠組みを決め,内容を

団役員が考える場合もあれば,プロセスも内容も

副団長を中心としながら全団役員が役割分担しな

がら決定する場合もある.両者にはそれぞれにメ

リットとデメリットがある.前者のメリットは短

時間で決定事項が生み出せる一方,デメリッㇳは

副団長の負担が他の団役員よりも非常に大きくな

る傾向が強い.後者のメリットは全団役員が共通

理解のもと役割を分担しながらプロセスを歩みこ

とで情報共有がしやすい一方,デメリットは副団

長以外の団役員も通常の授業や業務以外に本研修

に対し研修以前から多くの時間を割いて協力して

もらう必要がある.第 51 回は後者の方法を取り,

教育プログラム実施に向けて全団役員でプロセス

を歩む方法を選択した.その結果, 本研修が本格

的に始まる以前に団役員間では情報共有だけでな

く相互理解も深めることができ,研修団の中での

他者承認が各々の意識向上に繋げられた. また第

51 回は 1986 年の第 1 回から半世紀の歴史を歩み

続けた海外研修航海の新たな一歩として,「原点に

戻る」「新たな第一歩」5）,「歴史を踏まえ,歴史を

作る」6）という言葉を念頭に置き本研修直前まで

プロセスを積み重ねてきた. 

Ⅲ．教育プログラムとしての不易性 

1．研修航路 

海外研修航海の航路はアジアと南太平洋の 2つ

である（表 3）. 

全 51 回の海外研修航海のうち,アジア航路は 9

回,南太平洋航路は 41 回,世界一周は 1 回（1996

年,第 28 回）である.研修航路は,南太平洋航路が

全体の 4分の 3を,アジア航路が 4分の 1を占めて

いる.第 1 回と第 51 回のコースである（表 4）. 

コースを比べると,重なる寄港地が那覇,基隆,

バンコクと寄港地の半数を占める。選択された寄

港地を見ても第 51 回は第 1 回の歴史を踏まえて,

新たな一歩としての歴史を創るためにふさわしい

寄港地研修が計画されていた.海外研修航海を 50

年の間一度も途切れることなく継続し,航路を 2

つに限定し積み上げてきた研修諸国との関係は,

表 3：海外研修航海の航路と航海回数 

表 4：第 1 回と第 51 回のコース 
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言うまでもなく教育プログラムの「変わらない」

良さから生み出される「継続－繋がり－信頼」を

築く一側面である. 

2．プログラム内容 
1）洋上プログラム 

研修学生が自ら企画運営する洋上プログラム

は,大きく研修と行事に分けられる（表 5）. 

 

研修は,幅広い教養と基礎知識を身に付けるた

めの多岐な分野に渡る洋上講座,英語コミュニケ

ーション力を磨く語学講座,救命救急,調査（寄港

と船内）が設けられている.これらの中で寄港地調

査は地上プログラムの寄港地研修を充実させるた

めに,学生自身が事前調査・実際（研修）・事後報

告という一連のプロセスを通じた学びがある.行

事は,スポーツ大会,大学交流,洋上卒業式,卒業生

を送る会,Farewell Party とクラブ活動がある.い

ずれも学生が主体で企画・運営する. 

洋上での活動は,出航前に事前に企画内容を凡

そ決定し,必要な道具や材料を限られた予算の中

で揃え,荷積みを行う必要がある.実施直前の最終

打ち合わせや予行練習などは船上活動になること

から出航前の準備が非常に重要である.船上では

気象条件により日程や実施場所の変更に臨機応変

に対応する場面がしばしばある. 

2）地上（寄港地）プログラム 

地上プログラムは寄港地研修と大学交流の 2 つ

である.まず寄港地研修は地上（寄港地）での経験

（Ⅱ.2-2））で先述したが,研修方法は全体・選択

別・グループ別の 3 つのタイプがある.そのうち全

体は全研修学生が同じ内容で研修するのに対し,

選択別は 3-4 の選択肢があるため研修内容に違い

が生じる.グループ別研修は 5-6 人の少人数で自

由に計画を立て行動するため多様な研修内容が展

開される.第51回を例にすると,表2のように寄港

地が沖縄・コタキナバル（マレーシア）・バンコク

（タイ王国）・ダナン（ベトナム社会主義共和国）・

基隆（台湾）の 5 つあり,テーマに歴史・自然・文

化を示したように寄港地には世界遺産が多く,民

族の歴史や文化,自然環境に直接触れることで

各々が人間を取り巻く環境に対して考察し,思考

の幅を広げることに繋がることを期待していた.

さらに学生が多面的に物事を捉えるために,寄港

地調査では,寄港地の数に合わせたグループを編

成し,自ら調べ発表することを通して,より深く考

察するきっかけを各自持つことができる時間を用

意した.その目的は寄港地研修を充実したものに

するために,各寄港地について詳細な調査を事前

に出航前と船上で行い,発表を通して研修団全体

で共有し理解を深めることができることである 7）.

具体的な内容は自然環境・歴史・文化・観光地・

産業・信仰や宗教・その他国によって異なる政治・

経済・社会について多面的な観点から詳細に調査

する.自然であれば動植物や気候を,文化であれば

戦争（沖縄戦やベトナム戦争）も含む一側面では

なく包括的に捉え文献・各種資料・インターネッ

トを駆使して情報収集し整理する 7）.発表は発言

者にとっては聴講者がいることで分かりやすく伝

達するための工夫を凝らすことで,自身での深い

理解へと繋がる.聴講者は自らの思考に留まらず

新たな発見や気づき,興味関心の広がりが促され

る.寄港地調査から得られた知識や考察は,実際の

研修で人類普遍の課題へと考察が広まり,前学長

髙野教授４）による「これからの時代の国際交流は,

日ごろからともに学び,ともに働く,すなわち“協

働”でなければならい」という意味に非常に近い

部分で研修ができ,グローバルな視点を培う一役

を担っている.また PDCA サイクルを活かし事後報

告を様々な発表形式で行うことで振り返りと改善

点が見つかり,次の寄港地調査の内容や発表に繋

がる相乗効果が得られる.地上プログラムの一つ

の寄港地研修は事前調査や事後報告と連動し,プ

ロセスを踏むことでより有意義な学びの機会とな

る. 

次に大学交流はアジア航路の場合は特に東海

表 5：洋上プログラム（研修と行事）の内容（第 51 回） 
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大学にとってもアジア地域にある大学と数多くの

協定を結ぶ中で,タイ王国・モンクット王ラバカン

工科大学（KMITL）は地上（寄港地）での経験

（Ⅱ.2-2））で先述した通り,1965 年から前身大学

からの留学生が東海大学に入学した時以来長い歴

史を共に歩み築き上げてきた絆と信頼を背景に持

つ中で第51回はその歴史の1ページに足跡を残す

機会であった 4）6）.次の時代における世界経済の

牽引役としての動向が国際的にも注目される

ASEAN 諸国を始めとしたアジア諸地域であり, そ

の中で若者同士の交流や,多様な歴史・自然や文化

を持つアジア諸国での国際交流は極めて大きな意

味を持つとともに大きなチャンスと位置付けてい

た 3）. 

3．団役員数と団役員構成 

第 40回から第 51回までの団役員数と団役員の

構成である（表 6）.  

団役員数は第 40 回が 15 名,第 41 回から第 45

回は 14名,第 46回から第 48回が 13名,第 49回と

50 回が 14 名,第 51 回は 15 名である.団役員の構

成は団長と副団長が各 1 名,医師が 2 名（航海日数

の半分で入替えのため,前後半 1 名の配置）,看護

師 1 または 2 名（第 51 回は医師と同様に前後半入

替えのため各 1 名）,教員が 6-7 名,職員が 2-3 名

である.医師と看護師を除いた団役員（団長と副団

長を含む）は 7 キャンパスと 1 フィールドに広が

る大学 19 学部と短大から万遍なく選出されため,

多岐に渡る分野から団役員が構成される.各団役

員は個人としても異なる背景を持つため,例えば

洋上プログラム中の洋上講座は,多彩な魅力的か

つユニークな内容に溢れている.団役員数と団役

員の構成は過去十数年ほとんど変わらない.医師

と看護師が研修を通して帯同していることは海外

研修航海にとって安全を確保する上で最も不可欠

である.各回の選出された団役員の顔ぶれにより,

唯一無二な団役員のイメージが作られる. 

Ⅳ．海外研修航海の意義 

1．教育プログラムとしての価値 

海外研修航海の教育プログラムとしての独自

性と不易性に着目しこれまで述べてきた.独自性

には海洋調査研修船「望星丸」の使用,洋上と陸上

における経験（洋上での 3 つの経験,地上（寄港地）

での経験）を,不易性には研修航路,プログラム内

容（洋上プログラム,地上（寄港地）プログラム）,

団役員数と団役員構成を挙げた.教育プログラム

における独自性は私立大学としての東海大学の価

値を高め,不易性は東海大学の歴史,信頼と誇りを

築き上げ,アジア諸地域並びに南太平洋諸国での

価値を生み出している. 

2．東海大学の建学の精神 

海外研修航海は東海大学の創立者松前重義が

掲げた四つの言葉を踏まえた教育プログラムであ

る.松前重義は自らの人生の中で,内村鑑三と出会

い彼の思想に深く感銘を受け,また敗戦後の国の

復興を教育によって成し遂げた近代デンマークの

歩みに心打たれ,「国造りの基礎は教育にあり,教

育を基盤としてより良き社会として平和国家を築

こう」と決意したとされ,デンマークの国民高等学

校の教育を模範としながら東海大学の原点となる

「望星学塾」を開設し,四つの言葉を掲げた 8）9）10）. 

 

若き日に汝の思想を培え 

若き日に汝の体躯を養え 

若い日に汝の智能を磨け 

若き日に汝の希望を星につなげ 

 

これらの言葉は東海大学の建学の精神であり,

変わることのない一貫した東海大学の教育の方針

である 11）.人道主義,人格主義に基づく正しいも

のの考え方,見方を確立させる思想教育が極めて

大事とし,身体を鍛え,知能を磨くとともに,人

間・社会・自然・歴史・世界等に対する幅広い視

野と思考力,一人ひとりが人生の基盤となる思想

を培い,心を通い合わせることができる豊かな心

を持ち,人生の意義について共に考えつつ将来と

いう希望の星に向かって生きていこうと語りかけ

ている 11）12）13）14）.東海大学は創立者の精神を受

表 6：団役員数と団役員構成（第 40 回以降） 
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け継ぎ,明日の歴史を担う強い使命感と豊かな人

間性を持った人材を育てることで「調和のとれた

文明社会を建設する」という理想を高く掲げ,現在

も歩み続けている 14）15）16）.また国の行方も人類の

将来も,これに携わる人間の思想に左右されるこ

とを身をもって体験した松前重義は,兼ねてから

目指していた「思想を培う教育、文科系と理科系

の相互理解をめざした教育」を東海大学のなかで

実践した 17）18）.お互いに理解し合える要素を学生

時代に養うこと,つまりは互いがそれぞれの立場

を尊重し合って手を握り,前進してゆく態勢がつ

くれれば,日本という国の発展が助長されると考

え,大学の方針に入れたのである 17）.松前重義が

教育に託したものは,人類の幸福と平和の実現に

向かって,明日の歴史づくりを担う人材の育成で

あった.松前重義が生きた当時も今も現代社会の

変化は激しく,私たち人類の未来にも様々な難問

が横たわっているからこそ,高い理想をもって未

来をみつめていくことが,いま私たちに最も求め

られているという意味が「希望を星につなぐ」に

込められている 19）20）21）22）. 

3．海外研修航海と建学の精神 

 海外研修航海のねらいは東海大学の海洋調査研

修船「望星丸」と使用して海外の諸国を訪問し,

多様な自然や文化に触れることで,国際的な視野

を獲得し,実体験に基づく世界観と人生観の確立

を目指している.また船内という限られた空間と

環境の中での共同生活を通して,豊かな人間形成

を図ることであるとする 23）.これらは創設者の松

前重義が掲げた四つの言葉,「建学の精神」に合致

している.第 51 回海外研修航海は 2019 年 12 月か

ら世界中に一気に広がった新型コロナウィルスの

感染が原因で,2020 年 2 月に中止を決定した.1 年

が過ぎようとする今も第 3 波というこれまでに経

験のしたことのない感染者拡大に直面している.

まさに目まぐるしく変化する社会の中でどんなに

時を経ても変わらない普遍的な存在としての海外

研修航海は,若者が兼ね備えている無限の可能性

を信じ,高い理想を持ち歩み続けることの価値を

踏まえ,半世紀に渡って一度も途切れることなく

継続してきた.その歩みは「希望を星につなぐ」に

込められた意味を十分に踏まえて体現してきた証

である 5）.このように海外研修航海は建学の精神

として受け継いできた創設者の意志を引き受け,
歴史を積み重ねてきた. 
Ⅴ．まとめ 

本研究では半世紀に渡って継続してきた海外

研修航海の意義を説くために,教育プログラムと

しての独自性と不易性を整理したうえでその価値

を見出すことを目的とした. 

海外研修航海の独自性は 3つある.1つ目は海洋

調査研修船「望星丸」に乗船し,船内の限られた生

活環境の中で共同生活や寄港地での研修など非日

常性を有していることである.2 つ目は洋上と地

上の経験である.洋上では全身体活動を通して自

然の厳しさと美しさに気づくこと,海洋調査研修

船「望星丸」の内部を知る機会がプログラムの一

つとして組まれていること,規則正しい船内生活

を送ることの 3 つである. 地上ではアジア諸国と

南太平洋諸国ともに東海大学と繋がりを重視し教

育要素の含む寄港地研修を用意していることであ

る.3 つ目は教育プログラムの実施に向けたプロ

セスにメリットとデメリットがあり,かつ各回の

団役員の構成メンバーによって遂行方法が異なる

ことである.海外研修航海の不易性は 3 つある.1

つ目は研修航路がアジアと南太平洋の 2 つの航路

に限定されていることである.研修諸国とは将来

性のある国際交流・国際関係を築いている.2 つ目

は洋上と地上におけるプログラム内容である.洋

上プログラムは研修と行事があり,学生にとって

新しい知識や興味関心が持てる講義や,学生の主

体性を生かした準備・企画・運営できる内容があ

る.地上プログラムは寄港地での研修に留めるの

ではなく PDCA サイクルを活用し,事前調査や事後

報告をすることで全体でより理解を深め,研修中

を通して評価・改善をすることを意識している.3

つ目は団役員数と団役員構成である. 団役員数は

15 名前後であり,医師と看護師が研修中随時帯同

し,教職員は全学 19 学部と短大から万遍なく選出

され,多岐に渡る分野から団役員が構成される. 

海外研修航海の意義は 3つある.1つ目は独自性

と不易性を含む教育プログラムとしての価値であ

る.2 つ目は東海大学の建学の精神が根底にある

ことである.3つ目は変化の著しい現代社会に生き
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る若者に対し,自身の可能性を信じ高い理想を持

ち歩み続ける建学の精神を踏まえ,第 1 回の海外

研修航海からこれまで全身体活動的教育を継続し

てきたことである. 

Ⅵ．結びに 

1986 年の第 1 回に始まる海外研修航海は,半世

紀に渡って「望星丸」という船を活用しながら非

日常性を有した教育を通してその価値を構築して

きた.2020 年 2 月に予定していた第 51 回は,世界

中に拡がった新型コロナウィルスにより止むを得

ず中止する決断を下した.この機に東海大学の創

設者松前重義の四つの言葉である建学の精神を根

底に置いた教育プログラムである海外研修航海の

意義を改めて意識し,見直すべきことは精査した

うえで改善していくことが,再開後の海外研修航

海の価値を高め,継承し続けていくことの一助と

なると期待する. 
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